
                        

 

           

宮城県 横 田 義 雄  

仙台の横田義雄と申します。ガンを保護する会 

の会員でございますが、もちろん今日は日本白鳥 

の会の会員にさせていただきたいと思いまして参 

上いたしました。私は宮城県の北部、伊豆沼のと 

ころでガンと白鳥の観察とそれから仙台市の近く 

の大沼というところにガンが参っておりますので、 

その２ヶ所をホームグランドとして大いに勉強い 

たしております。どうかよろしくお願いします。 

 

秋田県 今 野 憲三郎  

秋田県から参りました今野と申します。まだ白 

鳥の餌づけには成功しておりませんので、今回は 

出席の資格はないのかと思いましたが、何か皆様 

からヒントをいただきましたら、たいへん結構だ 

と思いまして、やって参りました。よろしくお願

いいたします。 

 

新潟県 中 西   朗 

桃山小学校に勤めております中西朗でございま 

す。私は別に白鳥の生態については殆んど何もわ 

かっておらないのですが、ただ気温との関係をこ 

こ４．５年研究して来たわけです。 

 吉川さんはじめいろいろの人たちのご協力によ 

りまして毎年日本気象学会で研究発表している 

わけですけれど特に今年は非常に瓢湖に飛んで来 

る白鳥の最大羽数と２月の最低気温との相関係数 

が 0.7 というのが出たわけですが、瓢湖だけに飛 

んで来る数だけでは、はっきり言えないと言われ 

ておりまして、是非こういう会に出て、みなさん 

 

 

 

方から全国各地に飛んで来る白鳥の数と最低気温 

と、どういう関係があるかということを、これか 

らも研究したいと思っております。よろしくご協 

力お願いしたいと思います。資料も持って来てあ 

りますが大へん数的に統計学的に―――今年やっ 

てみたわけですが、今日は――――――――― 

 何かの話の時に教えていただければ非常にあり 

がたいと思っております。よろしくお願いします。 

 

山形県 阿 部 敏 雄  

（前略）現在会員は４,５００人位おります。場所 

としては最上川の河口で――――――――――― 

 餌づけをやっており、現在４２年に１００羽の 

餌づけを成功させて、今年は最高９００羽来てお 

ります。 

 年々増えると思いますし、瓢湖の吉川さんの指 

導をあおぎながら、現在やっております。 

 

青森県 三 上 士 郎  

 青森の大湊で白鳥の保護をやっております三上 

士郎です。この発起人の名前の中に入っておりま 

すけれど―――――― 

会合を自ら考えたこともなく―――松井先生の余 

りに烈しい情熱にうたれて、参加させていただい 

たわけであります。 

 詳しいデーターなども昭和２９年からのがござ 

いますけれど、それは後にまわして、今後共よろ 

しくお願いいたします。 

 

 

 

 

設立総会自己紹介の記録から （録音不調のため一部脱落しています。 

悪しからずおゆるしください。）
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茨城県 後 藤 静 江  

 水戸より１２㎞北の方に古徳沼という沼がござ

いまして、ほんとに小さい沼でございますが、４１

年２羽参りまして、それから年々増えまして、昨 

年は２４羽に増えました。 

 ４５年の年餌づけに成功いたしました。昨年松 

井先生がおいで下さいまして、いろいろお話を伺 

いまして、皆さんも一生懸命努力していられるこ 

とを知りまして、うれしく思っております。 

 

青森県 畠 山 正 光  

 昭和１９年から三上先生のご指導を得まして白

鳥の観察をしています。 

 今後共よろしくお願いします。 

 

福島県 八 木   博  

 福島の八木博と申します。阿武隈川の白鳥が今 

から４年前に飛来しまして、２６羽渡来しまして、 

こちらにいる上竹さんと一緒に青米などをまきな 

がら、餌づけしましたところ餌づけ成功しまして 

始めの年は２６羽、その次が３７羽一昨年１３羽 

ということで、今年４０羽と白鳥がきました。私 

は小鳥の方が専門ですが、おなじ鳥ということで、 

みなさんと一緒に餌づけをやっております。八木 

と申します。 

 

新潟県 吉 川 繁 男  

 瓢湖の吉川でございます。明治以前から瓢湖に 

は白鳥が渡来しておりましたのですが、たまたま 

定着するようになりましたのは、昭和２４年から 

で、おやじと一緒に保護の仕事をして参りました。 

おやじは３４年になくなりまして、その後私が保 

 

護にあたることになりました。各地のみな様から 

も、いろいろとご協力をいただいておるわけでご 

ざいます。一昨年本田さんと一しょに国際白鳥会 

議に参加させていただいて、いろいろむこうで勉 

強させていただいて参りました。よろしくお願い 

いたします。 

 

岩手県 高 橋 三太郎  

 岩手県の盛岡市の高橋三太郎と申します。 

盛岡市の場合は全国でも珍らしい場所に白鳥が来

るのでございます。 

 

青森県 菊 地 正 治  

 青森県の藤崎町の菊地と申します。 

平川というところに渡来している白鳥に餌けし 

ている菊地でございます。何しろ――町をあげ 

て渡来する白鳥を保護するところでございます。 

今後共よろしくお願いいたします。 

 

福島県 大 森 常三郎  

 福島県猪苗代に住んでおります大森でございま 

す。職業は獣医でございます。始終遊んでばかり 

おるものですから環境庁の自然公園指導員、福島 

県の国立公園管理員など言いつけられて、何が本 

業だかわからなくなった状態です。白鳥に関する 

観察は昭和２３年から続いておりまして、当時７ 

羽であったのが、今シーズンに漸く３２０羽まで 

増加させることに成功いたしました。只今席を立 

っておりますが、古川氏と協力して保護に努力し 

ております。もう一つ附け加えますが、中西先生 

は気温との渡来の関係を御調査のようでございま 

すが私は季節風と白鳥の渡来ということに興味を 

持ちまして一部の方にいたづら書きを差上げたよ 
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うなわけでございますけれど、これからも風向き 

と渡来ということについての何分情報を賜りまし 

て私に御協力を願いたいと、お願いする次第でご 

ざいます。 

 

島根県 岩田 正 俊  

 岩田正俊でございます。私は約１０年程前に大 

学を退職しまして中海のほとりの私の家に帰りま 

した。ところが２、３年たちますと、まるで白鳥 

が私を歓迎するが如くに４１年から中海に白鳥が 

飛んで参りました。自然にこれを観察します。私 

本来の職業は動物学でありますので、私の家から 

白鳥を、またいろいろな水禽を観察しておるので 

ございます。実は今日私はここに松葉杖をついて 

来ておるのでございますが、白鳥を観察するため 

の塔を造りまして、そこから望遠鏡で観察する。 

その建築の工事中に転落しまして、約１年前に、 

今日はびっこをひきながら松葉杖をついて来てい 

るような次第でございますけれども、これも白鳥 

のため怪我をしたので、マアマアこれも後悔もし 

ないし、これも自然の白鳥と仲良しになったひと 

つの因縁かと思っている次第です。 

 中海の白鳥はご存知の通り、コハクチョウであ 

りまして、他の所と一寸ちがうような状態で、ま 

た地理的にも北の方とだいぶ離れ特殊な所であり 

まして、これも生態学的にも観察したいと思って 

おります。先程のお話しの門脇さんという熱心な 

方がおりまして餌づけに成功しまして我々の観察 

に便宜を与えていただいております。所が先程河 

北潟の干拓によってオオハクチョウが危険な状態 

になっているというパンフレットをいただきまし 

たが、中海も今干拓をやっております。そして多 

くの白鳥が夕方には休養する、夜休む所ですが、 

これをほんとうに干拓してしまうわけであります。 

今までは水があり一つの潟になっておりました。 

 

そういう危険は状態でありました中海の白鳥とい 

うものは単に観光という意味で保護するのでなく 

して、私はこれは悪くなれば白鳥のおる場所がな 

くなるのじゃないかと。危険な状態におかれてお 

るのであります。これを防ぐために我々はどうし 

ても運動をして白鳥の憩いの場所をなくしてしま 

うという事に反対しまして今運動をしております。 

これは中海と宍道湖の自然を守る会というのがあ 

りまして現在会長をしております。自然保護の点 

からして干拓されるならば白鳥の憩いの場がなく 

なってしまう―――あるいはこの白鳥が何処へ飛 

んで行くのだろうかという憂いを持っております。 

こうした点で、今後白鳥の保護にむかって活躍し 

なければならないと思います。今日みな様からい 

ろいろとご意見をおききしまして、これをもとに 

しまして白鳥の保護につとめていきたいと思いま 

す。どうぞ今後ともよろしくお願いいたします。 

 

福島県 古 川 美忠雄  

 猪苗代湖の白鳥を守る会と、また県の鳥獣保護 

員または鳥獣保護区の管理員をやっている古川で 

ございます。よろしくお願いいたします。 

 

 

石川県 二 木 義 孝  

 石川県の二木と申します。河北潟の白鳥を見守 

っておりますが、白鳥を見るよりもずっと密猟を 

する人たちとの戦いで、今日まで明け暮れて来た 

ような次第でございます。今年の―――問題で大 

へん思いもかけない結果になって、相当いや気が 

さして来たのですが、中村さんや矢田さんという 

新らしい方が非常に熱心ですので、思い直して再 

びやることにしました。どうぞよろしくお願いい 

たします。 
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宮城県 相 沢 幸四郎  

 宮城県境に近い所の伊豆沼、内沼、あるいは長 

沼という３つの沼がある傍に住まって来たところ 

の相沢という者です。私の方には、昔から白鳥、 

ガン、カモでも沢山参っておったのですけれども、 

野鳥が沢山おるもので、仙台はもちろん東京方面 

からまで狩猟の方が沢山来まして一時少なくなっ 

て困ったものだと思っておったわけです。ところ 

が自然保護、野鳥保護そういうような気運がたか 

まりまして、私どもも何とか地元において保護に 

当らなければならないと同志で話しあっておった 

わけです。 

 けれども松井先生のお話のように非常に反対が 

強くて、なかなか盛り上げかねておったので、今 

日は参りませんが県の野鳥の会長の小原さん（き 

ず川）の田中先生、東北大学長の伊藤先生、県の 

方々、そういう方が保護の指定をしたいのですけ 

れど地元の人が反対して出来ないというような状 

況、まあ時を待つよりほかないのでないかという 

ような状況でございます。ほんとうにみなさんの 

こうしたご理解の許にだんだん盛り上げて、私の 

方もそうしたような方向にむけたいものだと、こ 

ういう会を催されまして、ほんとうに力強く思っ 

ているのでございます。何分のご指導をお願い申 

し上げたいと思います。 

 

石川県（矢田さん？）（中村さん？）  

 二木さんのお手伝いをしておりますが、能登の 

方に（オウチ）潟という干拓された潟ですけれど、 

多いときで２０羽位来ますので観察しております。 

よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

香川県 松 田 輝 雄  

 白鳥と同じようにあちこち移り住むような仕事 

をしておりますが、それまで九州におりましたが、 

宮崎に１回白鳥がまぎれこんで来たのを今から８ 

年程前に見たことがあります。それから（高橋） 

には大体毎度迷いこんで来ていると思いますが、 

今年も１羽来ました。去年も２羽来ました。３年 

前も２羽来まして私は４年前から高松にいるので 

すが、その時には高松の南の方の溜池ですが親子 

連れ、２羽が親で、３羽が子供で来たのですが、 

それを見ました。毎年どこかに行く途中かあるい 

は何だかわかりませんが、とにかく１羽位来て、 

それがおもしろくて香川県の人間がバイクに乗っ 

て日曜日など沢山見に行くというような、たいへ 

んのどかな県から参りました。白鳥にとって私こ 

まかいつき合いもないのですが、たまには東京を 

見て来るのもよかろうということで、それではつ 

いでに白鳥の会に出てみるかということで、たい 

へん真面目でないのですが、これからもよろしく 

お願いします。 

 

滋賀県 八 田 知 行  

 自然課の鳥獣を担当しております八田と申しま 

す。よろしくお願いいたします。 

 今日は松井先生のお蔭でこの会にお招きにあず 

かりまして光栄に存じます。琵琶湖の白鳥との関 

係につきましては４２年に一部鳥獣保護区になり 

ましてから、やって参りましてこれは３０年振り 

ということの表現であらわされておりますが。４６ 

年に全面禁猟いたしました結果もっと増えるとい 

う期待がございましたけれども、昨年は１３羽を 

記録した程度でございます。みな様のご熱心な状 

況を勉強させていただきまして、折角の琵琶湖へ 

もやって来るように努力いたしたいと思っており 
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ますのでよろしくお願いいたします。 

 

 北海道 伊 賀 岩太郎  

 ウトナイ湖から参りました伊賀でございます。 

苫小牧の白鳥の保護につきましては先程お手許に 

一寸した資料をさし上げましたが、苫小牧の市長 

を会長といたしまして昭和３６年に白鳥保護の会 

が出来まして今日まで引きつづき保護にあたって 

おるわけでございます。 

 そのように市長始めみな努力しておりますけれ 

ども苫小牧も最近港の開発がすすんで参りまして 

いろんな工場が入って参りました。 

 また本年からは第二の港が建設され、その周辺 

が大きな工業地帯になろうとしているわけでござ 

いますが、そうした状態の中で、ウトナイ湖がど 

のように変って行くかについて、たいへんみな心 

配しておるわけでございます。機会がありました 

ら、さし上げました資料にもとづきまして説明を 

申し上げたいと思います。 

 

北海道 玉 田   誠  

 網走市北浜中学校の玉田でございます。すぐそ 

ばにトウフツ湖がございまして小学校６３人、中 

学校６７人でございます。子供と一緒に観察を続 

けております。４年前に餌づけには成功したので 

ございますが、その後いろいろ考えることがあり 

まして、はたして白鳥の保護ということが餌づけ 

をすればよいんだということになるかとうか。む 

しろ白鳥が来るということは、そこに餌があった 

り、水があったり、自分たちが住むのに適してい 

るから来るのではないか。自然にそこを探して来 

るのではないか。従って余りさわぎたてないで、 

その環境を保全すると、環境を破壊から守るとい 

うことが、一番大切ではないかと、そういうよう 

 

 

に現在考えておるものでございます。 

 いろいろとご意見もあろうかと思います。よろ 

しくお願いいたします。 

 

北海道 森 下 幸一郎  

 別海町の役場に勤めている森下と申します。す 

でにご承知の方もあると思いますが、私共の町に 

飛来する白鳥につきましては数千数万と数は多い 

のでございまして、白鳥に関する事件やエピソー 

ドは沢山ありますけれど、玉田先生と一緒ですが、 

自然環境といいますか飛来する環境を守るだけで、 

せいいっぱいのところでございます。幸いにして 

餌づけにも、５年前に成功していますけれども玉 

田先生のご意見のようにやはり環境を守るという 

ことに今後とも、つとめてまいりたいというよう 

なことで仕事をやっております。この機会に是非 

皆様のご意見を拝聴しながら今後の保護活動につ 

とめていきたいと存じます。どうぞよろしくお願 

いいたします。 

 

北海道 山 内   昇  

 北海道の一番北の浜頓別のクッチャロ湖をホー 

ムグランドとして白鳥を観察しております山内と 

いう者です。実はいろいろ白鳥を観察しているう 

ちに首にその（すずらん）テープというものをつ 

けた白鳥が参ったとか、４年前に玉田先生が観察 

されて写真撮影されて、首が曲った白鳥が今年も 

３月２７日に私も観察し写真もとったというよう 

なことで、各地の方たちとお会い出来れば渡り鳥 

のコースやいろいろと障害のある白鳥、そういう 

ようなことを確認出来るのではないかと。私共の 

湖も広範囲のために２６０ヘクタールありまして 

羽数を把握することもむずかしいわけです。そし 

て渡り鳥の一時的な渡来地でありましてピークに 
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は数万羽も来るのではないかと話しております。 

私確認の結果では４,３００羽が、今年あたりのピ 

ークでないかと考えております。各地の移動状況 

を聞きまして、私共から行くもの、その次にどこ 

へ行くのか、ここで一番ピークになるのだと。帰 

りもどのようなコースで戻って、浜頓別には５月 

１０日前後、シベリア、カラフトに帰る、こうい 

うような観察もしております。各地の移動状況と 

いうこともこの会を通じて知りたいと思って今回 

参ったわけです。よろしくおねがいいたします。 

 

新潟県 吉 川 吉 枝  

 新潟の吉川でございます。新潟県を三つに分け 

まして、私は一番北の方の下越方面をみておりま 

すが、その中の赤塚の佐潟を担当しております。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

島根県 門 脇 益 一  

 門脇と申します。私もみなさんのご意見のよう 

に白鳥を通じまして中海の自然を守ろうと、こう 

いう考えのもとに餌づけをやっております。小学 

校の子供と。（中略） 

私のところのケースといたしましては、昔から宍 

道湖におった白鳥ですが、宍道湖の自然が破壊さ 

れまして中海に移ったようなわけです。 

 それで自然をいつまでも守るということのもと 

に餌づけをやったわけでございます。殊に生態な 

どにつきましては先生方がおられますので、お尋 

ねになっていただくとしまして、私白鳥のこと余 

り知らないのですけれども、みなさんのお話を拝 

聴して、帰って一層白鳥を保護したいと思ってお 

ります。 

 

 

 

 

 

島根県 吉 野 安 久  

 島根野鳥の会の吉野でございます。宍道湖から 

中海にむかって白鳥が移動して参りまして、終戦 

直後はまだ宍道湖におりましたが、だんだんと中 

海に入って移動して来たわけですが、（意宇川） 

という川口の方にだんだん移動してまいりまして、 

そこから（意東）の方に本拠を移してまいりまし 

た。移りましたのは４１年の暮から４２年の始め 

にかけて、それからずっと現在まで、おるわけで 

ございますが、その当時の意東小学校の校長をし 

ておりました吉野でございます。皆様のご指導を 

得たいと思います。 

 

島根県 内 田   映  

 島根の内田でございます。島根の野鳥の会をや 

っておりますが、今年の正月２日にたまたまはる 

ばると北海道から松井先生が中海の白鳥を撮影に 

いらっしゃることを知りまして２日の午前僅かの 

時間でございましたが、松井先生と中海の海岸で 

お会いしました。その時にこういう全国的な白鳥 

の会を作りたいと思っていろいろ皆さん方ともご 

連絡をとっているが、私にもひとつそういう会が 

出来る時には参加してくれないかというお話があ 

りましてまことに結構なことで、その時は是非ひ 

とつ微力ながら参加させていただきたいと申し上 

げてあったのですが、そういうことが縁となりま 

して、とうとうはるばる東京までひっばり出され 

たという次第です。松井先生とはその前から文通 

や電話でいろいろご交際はしておりましたが実は 

今年の正月２日初めてでございます。そして昨晩 

お会して２回目でございます。しかし白鳥を通じ 

ましてもう何十年も前の知己のお方のように思っ 

ております。 

 特に皆様とも同じような熱心に（中略） 

 －９－ 



これも何年前の方にお会した気持ちでまことに楽 

しうございます。微力でございますが今後共よろ 

しくお願いいたします。 

 

東京都 堀 内 盛 一  

 少なかれお世話になりました堀内と申します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在環境庁鳥獣保護課におりまして皆様にまたお 

目にかかる機会が多くなって――― 

 皆様がほんとうに白鳥を守るということの建設 

的な意見をもって日本全体をよくしようというこ 

とで、ご意見をどしどしいただければ幸いに存じ 

ます。よろしく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和４８年度日本白鳥の会暫定予算書（専決事項） 
 

才入の部 

費     目 予  算  額 未  収  額 摘    要 

会     費 70,000 27,000 70人×1,000円

会  場  費 41,000 0 41人×1,000円

懇 親 会 費 76,000 0 38人×2,000円

寄  附  金 3,000 0 中村氏 

  

計 190,000 27,000  

 

才出の部 

費     目 予  算  額 支 出 済 額 摘    要 

総  会  費 91,416 91,416 主婦会館払 

予  約  金 3,000 3,000 会場借り上げ 

会 員 名 簿 6,000 6,000 印刷代 

印  鑑  代 9,500 9,500 会印作製 

総 会 記 録 代 50,000  

通  信  費 20,000  

雑     費 10,084  

計 190,000 109,916  

 

－１０－ 


